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熊谷玉枝

御理解と御好意とにより， 29年度において中間周波WI

rlJ部以後定地設し，その調整，全両的な検線換え，試

験観測等l乙梢時間を要したのであるが，1955年 1月よ

り三つの周波数ー10kc，21kc， 27kcーに就て完全同

時観測を実施出来る運びとなった.

観測周波数として，上記の三者を選択したのは，受

信機の受信可能周波数範囲内で送信している長波局な

くE各 Channelを代表すると考えてよいと思われる

周波数という以外に1主総はなかったのであるが，たま

たま27kcという周波数は，太陽自爆発時における S.

A. E.現象の観測用として国際協同観測周波数として

の決定を見たので大いに窓を強くすると共に，この周

被放の記録計は他国とのデーターの比較， 交狭にそな

えて直角臨様式記録計をもと周した.

淳中島哲夫田

報告(JI)(空研報， 4-2)並に報告(s!)(~研

報， 5-1)に於て，観測結果にあらはれた長波待に

おける空電強度レベルの綴相iζついての概説を報告・し

た.この報告の基になったのは僚か2年詐りの観測結

果であったが，これまでの学説に対して矛盾した点が

多く認められた.これは時々刻々状態の異っている自

然雑音が測定対象であるのだから，測定している各周

波数に関しては完全同時記録を実施しないと各周波紋

についての観測結果は何等関連性のない個々に独立し

たものとなるという明白な4災を装必きするものに他

ならない.従ってかかる観測を総統する ζ とは価値の

少いことも明向で歩る.学い関係方面設に金療所長の
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毎月 1回利得A燭繋，周波数調予定を実施しているが，将

来!.t.専用の校正器により毎日 1回行う積りである.現

状では為:点の変動は殆んどなく ，不IW}変動は平均して

1- 2dbで扱大4db程度であり，周波数変動は平均

十 100<>0 以下，政大 2∞~ 程度で~る. 

. +.:杭では， 1955年の観測結果を181にして，之iζの銀

行を拘~9と討し， oir.tEすべき'J玉項，納足すべき・Ji項をj..J，
べ，併せて絞J庄太陽が活動期に入ったため屡々観測さ

ケ子氏 11乙増設後の装置全体の友銀をぶした.

勿品中間周波増rp務の帯域111は厳密に同一特性とな

る如く調殺を行った.しかしu己録のための対数日:紛101

~~はお~nを使用しているため問ーの凶f?rを使用して

はいるが圧縮特性を完全に・致させることが困難であ

り，従って記録を11'(ちに比較検討出来むいイ:伎はある

が実用上iE障りはない.
較正十主，毎日朝夕2団本点の調整を行っている他，



れるS.A. E.に関して新たに観測された現象を報告

する次第である.

1I. 日変化に対する有者足

日変化曲線に対して補足訂正すべき点は， 21kc及

27kcの成分の強度変化の模鎌に対してである.乙の

両成分の変化模綴に対して報告(II )に於てはー昼間

の変動は割合少く略一定したレベルを示すーと述べた

が，之は静穏日にのみあてはまり， 一般性の乏しいも

のであるらしいので，第 1図に示した日変化図に訂正

して頂きたい.かかる変化模織の方が一般性のあるこ

とは，次項の第2図に示した日変化の月平均図を1年

を.iiliじて眺めて見てやiることである.
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するのが認められ，而も次tjiで述べるように極大時の

季節による移動まで認められる.かかる事実は定期性

空宮前iに対して有力な資料をも2供するものであること

は惣像される.

1.季節変化に対する補足

~~ 2図に1955年を通じてのlOkc，21kc， 27kcに対

する月平均強度レベルを示した.

第2図で判る虫uく，前回迄の報告では，伝帰路にお

ける減衰の周波数特性により理論的に考えられる強度

差と矛盾する点が随所に認められたが，同時刻観測の

結果はかかるぷ盾が全然なく，前述した如く観測の価

値が高められたことが判る.，1'盾が生じた原因は日変

化レベノレの変動が 1箇月の悶に相当大rlJなものである

ことによる.

次に季節変化に関して，報告 (111)で1953年及1954

年前半期のνベノレを比較し，その低下を比強度図から

受信範囲内における福活動の低下と与えて報告した

が，比強度図の変化事から考えて， 'tJj活動の低下丈の

影響としては過大にすぎると思われたのであらゆる点、

に付き再調査をして検討を加えた結果，全面的にrll正

の必要を認めたので現在再空整理中であり歴年変化に闘

しては次の機会に譲りたい.しかして現在巡に再投.PJl

の終った部分から見て，報告 (111)に述べた療実を若

るしく組害する点は出ていないが， ，trJEを申し出るこ

とは，笠現に当った筆者等のノド注ぷによるものであり
15 、 8 12 16 2。 o この稿をかりて深くお花びを述べる次第である.

J.S.T. 

::f'; 1図により判!る如く， lOkc成分にはlE午附近に

明隙な極小が認められる以外には大した変化がないこ

とは自~j述の通りであるが， 21kc及 27kcに関しては

日出没l時のレベル低下以外に矢張り正午附近に僅かの

レベノレ低下がおめられ，午前と午後に各l回極大が認

められる.この正午附近のレベル低下は 10kc成分に

おける如く宇IJ然とする日付:1箇月の内の約半分以 Fで

あり，、手均的に僅かに認められる程度というのが特徴

である.ζのことは 20kc附近を境界として，之より

低い周波数成分と高い周波数成分との伝j話線式が全く

異ったものであるらしいことを暗示するらしく忠われ

る.

次に短大は午前9附-10附附近と午後14時-161時附

近とに認められるが，前者はやj然とした綬大を示す日

ヵ:1筒月間の内少〈従って平常的にみるとやや莫然と

したものであるがJ ~;奏者は強度も強く，夏季は勿論で

あるが他の季節に於てさえ屡々夜間のレベル近〈上好

日出没線と昼夜レベノレの変動防における関係につい

ては，すでに報告(II )でもふれておいたのである

が，この関係を一層明瞭にするために毎日の記録につ

いて煉皮レベノレの極大時並に極'J、H寺会しらべてその時
刻の季節変化図をつくると第3図の如くなる.叉日没

11寺の極小時より夜間の高Lノベノレえ，突に夜間の高νベ

Jレより日出時の極小レベルえ達するに要する時間差の

季節変化を明脈にするためにii14区1をつくった.努13

凶及び第4図より日出時と日没時の関係は冬毛と夏至

とを，j'心にはっきり~相になっており，伝i係務途上に臼

出没線が存-tt.主

いうことカか、ら互季存節毎の定j期明開4性往空電A椋車がはつきりH暗昔示さ

れているようである.従って一方自出役時のレベルの

極小I時，夜間レベノレえの到達時並に夜間レベルからの

下降開始時のバラ付きはその季節の定期性空電源の拡

りに比例したものと見倣して大差ないようである.

更に笠JIIIζおける日没線と日没時の極小時並に日出

線と夜間レベルよりの下降開始時との季節変化の占禁綴
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資i2凶 日変化の月、lL均強民主レベノレの変造
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|苅 3 強度レベノレ変遷時における極大極小点の季節的変化筏級
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を見ると， jjiJ者では冬空罪に極小時が12川における日没

線通過時より遅れ夏塁手に両者が殆んど同時になり，後

者では冬李に下降関始時が豊川における日出線通過時

より早く始まるが夏季には殆んど同時になっている.

この事実は，袋川において各季節に受信している空電

源の主勢力の方向が，日出没線の地表ーに対する傾斜を

も考えに入れると略々一定していることが窺われる.

前節で述べた午後に認められる強度レベノレの極大|時

の季節的移動綴様は，夜間レベルえの到達時の移動綴

織と殆んど完全に平行していることは興味のあること

で，定季的に存在することから考えると初期の夜間ν

ベノレを決定寸る領域の'~n!:ðJJt')コ昼間における活動的に

相当していることなどから，この領域よりする寝起を

桜l応とした!1i}D!であるとは倣し得るのではなかろろ

か.

lOkc 成分に特に明般に見られるA!I二附近の極小Uif
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市4図 昼間レベルと夜間レベノレの変遷

に要する時間差の季節的関係
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は受信している主要空屯源の伝帰路の中点附近におけ

る太陽の南中時の変化と硲々完全に一致している.

之は 10kcの成分はD領減の屯離密度の最大となる正

午附近において肢も吸収をうけるというこ とを袈笹き

するものと思われる.時間的のパラっきは前述したよ

うに源の拡がりによるものであるう

1V. Sudden Atmospherics 
Enhan cemen t. 

1955年度は太陽が活動期に入ったので爆発も屡々観

測され，之に伴う S.A.E.も相当数観測された. こ

の両者の関係を見るために第一手?を作成した.

第一表 S.A.Eと加rstとの相互関係

Solar Noise Outburst S. A. E 

周波数 3750 Mc 10 kc 21 kc 27 kc 

Month 
Type No. No. No. No. 

ヰ!吾!子l芋lFlF

乙の表により，S. A. F..況象は 21kc及び 27kc成

分では爆発時に治んど例外なく認められるが， 10 kc 

成分では認められることが履く稀であることが判る.

次に本年2月14日並に23日の爆発の際のS.A.Eに

図:; 14日の空電強度記録の一部

ついて述べよう.この両日の爆発は本号の).，陽電波の

報告にあるように最大級に属するものであり， S. A. 

E.に関しても注目すべき変化が見られた例である.凶

5 及び~1 6 に両日の・~屯強度 レベノレのお録を示した .

14日の例はS.A.E.が 3750Mcの記録と殆んど同

時に現れている.23自の場合は3750Mcの太陽爆発時

における強度上昇開始時(矢印にて示す〉に対する S.

A. E.の桜綴は図6に見られるように9時-101侍に起

ったものは S.A.E.の!JiJ，-開始が早01時-12時の

ものは遅く， 121時-13時のものは同時に起っており，

犬々来った三つの姿態が記録されている.この事実は

太陽m放という広範囲に周波数スベクトルを有するも
のの内の一周波数に就てのみ比較したためで， S.A. 

E.と肢も好い対応を示す周波数成分はどの程度の周

波数範囲にあるかということが判明すれば， D領域の

解釈に重要な事柄となるらしいことが:!n像される.現

に9∞OMcでburstが記録され3750Mcでは変化がな
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い場合に S.A.E.が観測されたことがある.21kc及

び27kc成分におけるS.A.E.け.現A・定おとなってい
る突発性の強烈な太陽而における紫外線爆発によるD

領域の異常電離に法閃すると考えられる.ここに示し

た 2fyiJで特に注目すべき現象は，之迄の観測結果では

爆発時に殆んど影響を紫らなかった 10kc成分に着る

しい減哀が観測されたことである.5kc及び3.5kc成

分における同線な現象付 Gardner氏により観測され

ているが， lOkc成分における Fadeout的な現象は

未だ観測報告を見たことがなく注目すべき.~柄と恩わ

れる.かかる現象を説明するには，大地と電離層とで

形成される導波管内の伝婦の概念によるのが一番妥当

な解析を行い得ると忠われる.~日ち長波得の電離層伝

i諮に対して寄与しているj函の高さの大巾の変化に伴う

導波管のcutoff frequencyの変化に必I'tくのではな

14 16 18 lう 17 

と仮定し t ~{_;.(欠の mode の波を汚えた場合，・電離隔の

正:jさに対して1000km伝帰路における領巾のreduction

の照;古計算の結果は，周波数に対して第7閑の加くな

ることが報告されている.

7f， n-XI .~次 mode の伝情波の受信強m:

における Reductionllh線

(Budden氏による)

O
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吋
酎
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ここでは，この1111線を不l聞するために空電源が1000

かろうかという考え方である・今理論的にかかる続 km~.J-近に相当欽存存していたと仮定し，更に 10kc成

念がなりたち得るかを検討して見ょう .このために 分は通常はE届と大地で形成される噂波管内を零次の

K. G. Budden氏等により展苅された魁論によるう modeで伝摘し， 01，質成は管内のt+1なる減表践として

Pr=4τNe2/mr (但 e=包子の.u荷，m=電子の質 のみ作用していると仮定すると，10kc成分の管内の

~)なる式によ号定義される Pr の偵を 伝術特性付.第7関の h=1∞kmの reduction曲線にえ:
Pr=6 x 1Olsec-1 配されるから殆んど減衰をうけることなく伝掃し，減
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哀をあたえるのはD領峻のmf密度のみにより決定さ
れると見倣される記録を示寸のであるが， 14日， 23日

の如き太陽の強烈な爆発はD領域の電子密度を急激に

而も著るしく地大させ， E府のそれに近いものに迄し

たと仮定すると，管内の伝情特性ば h=50kmの re

duction曲線に近い特性で支配されることになり，

cut off frequencyの変動により顕著な減哀をうける

ことになり.従って Fadeoutを生ずることとなる.

この場合理論計算によると 20kc附近の周波数成分も

或程度の減主主が生ずるという給果が示されているが，

之は実際の観測結果と一致せず理個命式に捕正の必要が

認められる.

かかる現象から考えられることは，長波手誌の電波伝

格様式は 1O~20kc の聞に転移点が存在し，この点よ

り低い方の周波数では導波管内の伝i諮として，高い方

の周波数では包荷量層伝J需として取扱うのが妥当らしい

という証拠をあたえる現象と見倣され興味深いもので

あり，之が解決は将来の問題である.

V.あとがき

測定機の受備により之迄の観測結果に対して稀々補

足すべき結果を得たので，調査した範囲内について述

ベ，東にS.A. E. 現象l乙関して相当数のI;~録を得たの

で簡単に報告し，特l乙10kc成分においてS.A. E.II寺

に現われた Fadeout に関していささか解説をこころ

みた次第である.択だ今後に残された間組も多く稿を

追って発表して行きたいと考えている
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